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2015年度海外臨床実習報告書 
Universiti Teknologi MARA (UiTM)
福田晋平
実習期間：20１５年 ５ 月１１日（月）～ ５ 月29日（金）
1 ．はじめに
　選択的臨床実習（ ５ 月）として，マラ工科大学（UiTM）を選択し実習を行いました。実習内容，マレー



























































































　 3 部屋で １ つの共用スペースを利用することになり
ます。共用スペースに，キッチン，ソファー， ６ 人掛け
のテーブルとイス，テレビが 備 え 付 けてありました。
キッチンには 2 ドア 冷 蔵 庫，電 子 レンジ，IHクッキン
グヒータ－，包丁，食器類がありました。洗濯機は寮内
にコインランドリーがあります。














間の間を置いて 2 度受ける必要があるので，少なくとも実習に旅立つ １ ヶ月前には受けておかないと間に合
わなくなります。
　⑥マレーシア入国について
　実習初日が月曜朝からなので，遅くとも日曜午前中にはクアラルンプール国際空港に着いておきましょ
う。時間帯によりますが，土日でも事務の人が車で迎えに来てくれます。土曜日夜に到着したらどこかで一
泊する必要があると思います。
　クラス長などが立候補制で私たちの世話をしてくれます。日曜日，寮に着いて荷物を降ろしたらご飯とか
日用品とか買うところに連れて行ってくれました。その後も朝車で向かうところに送ってくれたり，昼夜一
緒にご飯を食べてくれたり，土日もマラッカ，ペナン島に連れて行ってくれたり毎日必ず誰かしらが一緒に
いてくれました。大変お世話になったので，お好み焼きパーティーを開催したら20人近く集まって大盛況で
した。
　⑦ネット環境について
　寮の建物には無料で使えるWIFIがありますが，寮の部屋では場所によっては入らず，ほぼ使えませんで
した。恐らく改善されないでしょう。8 :30-１8:00で使える図書館と2４時間使える涼しい自習スペースがあり，
そこでもWIFIが使えるので，ビデオ講座を見るのに困ることはないと思います。
　現地で現地の人と電話連絡をすることがままあるので，電話機はグループで １ 台必須です。SIMカードが
安いので，自分はSIMフリーのタブレット端末とスマホを持っていって，着いた空港でSIMカードを買いま
した。 １ ヶ月１.５GB使えるSIMで30RTくらいです。空港でスマホそのものを買うのも手です。スラヤング
キャンパスから歩ける範囲にもスマホショップがあり新品･中古のスマホやSIMカードを買えます。速度は
そんなに出ません，１.５Mbpsくらいでした。
　Facebookのアカウントが便利でした。連絡ツールになるし，友達にもなれるし，顔と名前を一致させら
れるし，名前のスペルもわかります。
　⑧食事，生活について
　連れて行ってくれるその辺の食堂や学食で食べれば一食200円くらいです。
　辛いものが多いですが，辛くないものもあるので食べるものに困りません。現地の学生が連れて行ってく
れるので，メニューを見ながら辛さや味を説明してくれます。飲み物は基本甘いですが，ミルク抜き，砂糖
抜きのお茶･コーヒーを頼めばやってくれます。砂糖抜きはなかなか英語が通じないのでマレー語で頼みま
しょう。私は辛いものが苦手で不安でしたが，辛い食べ物は甘い飲み物で中和されると知ることができたこ
とは大きな収穫でした。
　毎日朝から晩まで現地の学生と一緒の生活だったので，濃密なイスラム文化を体験できました。マレーシ
アに行く前は，私のイスラム文化に対する認識は無知から来る恐怖の対象でしかなく，馴染みにくい文化と
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いうものでした。しかし，メディアを通じて受ける政治問題中心のイスラム文化の印象と異なり，一般市民
のイスラム文化を目の当たりにすることができて，イスラム教が彼らの心の支え・拠り所となり，価値観・
生活リズムの形成にも深く関わっていることを知ることができたのは，今後国際社会の一員として生きてい
くべき日本人のひとりとしてよい経験となりました。
6 ．最後に
　プライマリケアに興味がある，感染症に興味がある，英語で行われる医学教育に興味がある，異文化特に
イスラム文化に興味があるもしくはイスラム文化に触れたことがない，マレーシアもしくは東南アジア諸国
に興味があるという人は必ず満足すると思います。私たちはこの 2 つのポスティングしかわかりませんが，
他のポスティングも選択できるので，20１3年，１４年など過去の報告書も読むとポスティング選択や生活全般
について参考になると思います。多くの方にマレーシアでの実習を体験してもらいたいなあと思うので，ど
なたでも不明な点はお答えします。私に直接聞くかfukuda.shinpei@gmail.comまでメールを送って下さい。
　今回の実習を行うにあたり，このような貴重な機会を提供していただき，ご尽力いただいた総合診療部山
城教授，UiTM Dr.Hasidah，各機関の方々，異国で一緒に学んだ大池君，本郷さん，身の回りのサポート
をしていただいたUiTMの多くの学生方に感謝いたします。
